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スポンジゴム配合について(8)

［発泡剤ADCA/発泡助剤BKについて］

今回は，前回打こ引き続き，発泡剤ADCA(アゾジカ

ルポンアミド）と発泡助剤 BK(尿素）との併用における

EPDM発泡体の特性について紹介する．

表 lの配合に基づき， 8インチロールで混練り (50~

60℃)した練り生地を 1日間室混(25℃)にて熟成し，押

出機でcplOmmの形状に押出し成形し(80℃)，ギャ

実験

表 l 配合

EPDM') 100 

ステアリン酸

酸化亜鉛 5 

FEFフ＇ラック 70 

重質炭酸カル、ンウム 40 

バラフィン系オイル 45 

吸湿剤(CaO) 5 

ノクセラー PZ 1.0 

ノクセラー BZ 1. 5 

ノクセラー M 1.5 

ノクセラーTRA 0.7 

硫黄 1.5 

発泡剤 ADCA2l
｝表中発泡助剤 BK31

° 中飽和度， プロピレソ含量47, ムーニー粘度38
(ML叫 00℃) 21 ァゾジカルボンアミド， ピニホー

ルAC'LQ(永和化成） 3) 尿素

表2 BKの変量効果

AC(DA phI Br) K 魯畠 吸水率
圧縮永久 プルー

No. 比重J) (%)3) ひ％ず） み ム（白(4) 化）性51

1 無添加 1.13 
---------------------------―-----今一-庄 今囀~―....... ---―⇔ → ------------------
2 2 1.13 
------------← ヤ... ---------------心州＂ヤ~ ~-今-------- ------------------------
3 5 0.57 2.0 4,0 39 なし

4 5 0.5 0.51 2.2 12.1 22 なし

5 5 1 0.48 2.4 12. 7 22 なし

6 5 2 0.49 2.3 13.4 18 なし

7 5 4 0、47 2.4 15.1 16 なし

11 SRIS 0101に準拠

2) 発泡倍率＝発泡剤なしの加硫コ＇ムの比重

発泡体の比重
3> SRIS 0・101に準拠混水40℃X22時間浸せき

り SRIS0101に準拠 70℃ X 22時間， 30%圧縮

5) 温水40℃ X 10日間浸せき

574 

表 3 ADCAの変更効果

No. lAcDA IBK 比重ti 発倍泡率21 吸(%水)率31 圧ひ縮ず永み久 プムル（白ー
(phr) (%)41 化）性5)

BK不在下

1 無添加 1.13 
--------→ 臀~―-- --------------------------------------―----・-疇ー一・・・-・-
3 5 0.57 2.0 4,0 39 なし

8 10 0.24 4.7 14.3 68 なし， 15 0,21 5.3 42.7 なし

10 20 0,23 4.9 44.0 なし

BK存在下

2 I I 2 II 1.13 
0.49 2.3 13.4 18 なし

11 I 10 I 2 II 0.47 
2.4 17.5 19 なし

12 15 2 0.45 2.5 21.4 20 なし

〇.46 2.5 23.5 18 なし

n SRIS 0101に準拠

2) 発泡倍率＝
発泡剤なしの加硫ゴムの比重

発泡体の比重

31 SRIS 0101に準拠混水40℃X 22時間浸せき

4l SRIS 0101に準拠 70℃ X 22時間， 30%圧縮

”温水40℃ X 10日問浸せき

表 4 加硫温度及び加硫時間の影響

No. 
3
 

6
 

ADCA 5 5 

BK 2 

加硫特性
発泡＼ 比重11発泡2)

圧縮永久31 発泡21 , 圧縮永久31

倍率
ひずみ比重11

倍率
ひすみ

条件 (%) (%) 

加硫温度（℃）;) 

180 1.08 1.0 0,52 2.2 , 29 

190 0.82 1.6 0.50 2.3 24 

200 0,57 2.0 39 0.49 2.3 18 

加硫時間（分）5) 

3 1.13 1.0 0.56 2.0 81 

5 0.80 0.7 0.49 2.3 78 

10 0.69 1.6 46 0.48 2.4 22 

15 0.57 2.0 39 0、49 2.3 18 

30 0.57 2.0 39 0,49 2.3 18 

ll SRIS 0101に準拠

2)発泡倍率 発泡剤なしの加硫ゴムの比重
発泡体の比重

31 SRIS 0101に準拠 70℃ X 22時間， 30%圧縮
4)加硫時間15分 5)加硫湿度200℃

(108) 



紹 介

オープソ中で加硫発泡した. ADCA(0~5 phr)及び BK

(0~4 phr)の変量における200℃, 15分加硫発泡体の発

泡倍率（比重），吸水率，圧縮永久ひずみ及びプルーム

（白化）性を表 2,3に示し，発泡体の発泡状態を図 1,2 

に示す．

ADCAとBKとの併用により均一のセルを持つ発泡

体が得られ圧縮永久ひずみも良好である. ADCA単独

(BK不在下）では増量することにより高発泡体が得られ

るがセルの均一のものが得られない．

加硫湿度(180~200℃)及び加硫時間(3~30分，

200℃)の影響について表 4, 図3に示す.ADCA単独

(BK不在下）では190℃以上の加硫温度が必要であるが，

BKとの併用により 180℃以下の加硫温度で発泡が開始

されていることが認められた．すなわち， BKの併用に

より ADCAの分解湿度が低下し，加硫と発泡のバラン

スが良好となり，発泡状態が良好となった．また，圧縮

永久ひずみ性も良好となったと考えられる．
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¥No. 1 2 3 4 5 6 7 
--A-D-C--A --

無添加 --5 --_$_ ----5 ―◆ ― ---~--
_ _5 __ 

—, "'--
BK 2 0.5 1 2 4 
200℃X Q麗羹ら)鈴沫,'J丈"'、';象；ヽよ途9 贔'j, r＇＇炉が叉・・・ほ._.). '応:・C-" ·•,' ,・"' , ' 1 5分加硫

図 l BKの変量効果（発泡体の断面）

ATI予鳳
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図 2 ADCAの変量効果（発泡体の断面）
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1) 加硫時間 15分 2) 加硫温度 200℃

図 3 加硫温度及び加硫時間の影響（発泡体の断面）
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